
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

み
ん
な
で
集
団
申
告 

と
っ
て
も
安
心 

11

月

25

日
に

11

月
申
告

の
法
人
会
員
の
方
が
集
ま
っ

て
、
申
告
書
の
作
成
を
行
な
い
、

29
日
（
火
）
に
税
務
署
前
に

集
合
し
、
法
人
会
員
の
集
団
申

告
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
3

年
間
吹
田
民
商
で
は
、
毎
月
の

集
団
書
き
込
み
、
集
団
申
告
を

続
け
て
い
ま
す
。
お
互
い
が
顔

な
じ
み
に
な
り
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
行
動
に
な
っ
て
い

ま
す
。
申
告
の
前
に
署
名
や
会

員
紹
介
、
商
工
新
聞
拡
大
を
訴

え
、
お
互
い
確
認
し
あ
い
ま
し

た
。
申
告
が
終
了
し
て
、
参
加

者
の
感
想
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

 

吹
南
支
部 

杉
山
さ
ん 

 

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
教
え
て
も
ら
い
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
み
ん
な
で
申
告
で
き
た
の
で
、
気
分
的
に
楽
で
し
た
。 

北
支
部 

高
木
さ
ん 

重
苦
し
い
気
持
ち
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
仲
間
と
一
緒
に
申
告
し

た
の
で
気
分
が
一
気
に
晴
れ
ま
し
た
。 

 江
坂
西
支
部 

的
場
さ
ん 

 

一
人
で
は
不
安
で
す
が
、
み
ん
な
で
や
る
と
安
心
し
ま
す
ね
。
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

な
ん
で
も
相
談
会
開
催
さ
れ
る 

 

11
月
27
日
（
日
）
朝
10
時
か
ら
、
千
里
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
し
て
「
な
ん
で
も
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
月

田
副
会
長
、
辻
千
里
山
支
部
長
、
事
務
局
が
参
加
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
模
様
の
な
か
、
相
談
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
前

に
な
ん
で
も
相
談
会
の
案
内
ビ
ラ
を
１
１
０
０
０
枚
配
布
し
ま
し

た
。
参
加
し
た
役
員
さ
ん
は
「
な
ん
で
も
相
談
会
は
続
け
る
こ
と
が

大
事
だ
。
会
員
さ
ん
に
相
談
す
る
方
を
連
れ
て
き
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
声
を
ど
ん
ど
ん
か
け
て
い
か
な
あ
か
ん
な
あ
。」
と
意
気
盛
ん

で
す
。
ま
た
、
ビ
ラ
配
布
行
動
は
民
商
を
発
信
す
る
行
動
と
し
て
重

視
し
て
い
ま
す
。
毎
月
連
続
し
て
2
回
目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。

12
月
21
日
（
水
）
夜
7
時
か
ら
亥
の
子
谷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
で
3
回
目
を
開
催
し
ま
す
。 

  

革新的ものづくり・商業
・サービス開発支援（ものづくり技術）

＊卸売業、小売業、サービス業 中小企業のものづくり技術の高度に関する法律第２条

（宿泊・娯楽業以外）　従業員5人以下 第１項で規定

＊サービス業のうち宿泊業・娯楽業、製造業その他
従業員5人以下

＊製造業、建設業、運輸業、卸売業、小売業、サービス業、
ソフトウェア業、情報処理サービス、旅館業

※個人、法人は問わない ※個人、法人は問わない

上限50万円、補助率２/３ ●一般型　　　　　上限1000万円、補助率 2/3

※賃上げ、雇用対策、海外展開、買物弱者対策 　　　　　　　　　　設備投資：必要

　上限100万円 ●小規模型

※複数の事業者が連携した共同事業 　（設備投資のみ）上限500万円、補助率 2/3
　上限500万円 　　　　　　　　　　設備投資：必要

　（試作開発）　　上限500万円　補助額 2/3
　　　　　　　　　　設備投資：可能（必須でない）

販路開拓、業務効率化（生産性向上）の事業
商工会議所等の認定
①事業計画策定 ①事業計画

②地域の商工会議所が認定 ②認定支援機関　確認書の発行

③応募－実査・採択・通知 ③応募－実査・採択・通知

④交付申請－交付決定 ④交付申請－交付決定・中間監査

⑤完了報告－確定検査・補助金交付 ⑤事業実施・事業報告－確定検査

⑥補助金請求－補助金支払

①事業遂行に必要なものと明記できる経費 ●一般型

②交付日決定以降に発生し対象期間中に支払が完
了した経費

　機械装置費、技術導入費、専門家経費、運搬費

③証拠資料等しによって支払金額が確認できる経 ●小規模型

（設備投資のみ）

機械設置等費、広報費、展示会等出展費、旅費、 機械装置費、技術導入日、専門家経費、運搬費

開発費、資料購入費、雑役務費、借料、 （試作開発）

専門家謝礼、専門家旅費、委託費、外注費 機械装置費、技術導入費、外注加工費、専門家経費、

※車両購入費（買物弱者対策事業の場合のみ） 運搬費、委託費、知的財産権等関連費、クラウド利用費

事業計画
審査項目

・2016年11月4日～2017年１月27日 ・2016年11月14日～2017年１月17日

・郵送のみ（当日消印有効） ・郵送等又は電子申請

・日本商工会議所
・大阪府商工会連合会（商工会議所がない場合）
＊公募要領－全国商工会連合会ＨＰ ＊認定支援機

www.shokokai.or.jp/?post_type=sonotas&p=3977 www.chusho.meti.go.jp/keiei/kakushin/nintei/
＊公募要領・申請書類

www.chuokai.or.jp/hotinfo/28mh_koubo_2016nov-
.pdf

応募申請
・〒540－0029　大阪市中央区本町橋2－5マイドームお
おさか5階　大阪府中小企業団体中央会

備考

認定支援機関の確認

小規模事業者持続化補助金

企業概要、現状分析/SWOT分析、市場の動向、自
社の強み、経営方針・目標と今後のプランなど

補助事業中の課題と目標（適格性、技術面、事業化面･
などから）

対象者

金額

要件

手続

対象経費

 

「小規模事業持続化補助金」、 

「革新的ものづくり・商業・サービス・開発支援」 

申請受付が始まっています。 
 

H28年度補正予算での上記補助金の概要は以下のとおりです。「小規模事業持続化補助金」

については、国も５割の採択率を目指すとしています。 

申請には「事業計画書」が必須要件です。申請をご検討の方は一度事務局にご相談ください。 


